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世界標準の
不整脈治療を。
循環器内科（不整脈治療）特集

私たちの「治療」
私たちの「検査」
ここから一歩！
地域医療事情
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当センターでは、不整脈の中でも特に脳梗塞などの重い合併症につながる心房細動に対し、最新のパルス
フィールドアブレーション治療を導入しました。安全性に優れたこの治療法をいち早く地域に届けるため、体
制を整え、万全の準備を重ねてまいりました。今号ではその取り組みをご紹介いたします。

院長メッセージ
Message
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病院と地域を
つなげる広報誌

地域の皆さんや連携機関の皆さんと「岐阜県総合医療センター」を情報で
繋ぐ、広報誌連動型コミュニケーションサイト。ぜひご覧ください。 こちらから
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割
田
た
ち
が
心
房
細
動
の
治
療
に
力
を
注

ぐ
背
景
に
は
、高
齢
化
に
伴
う
高
齢
患
者
の
増

加
が
あ
る
。で
は
、心
房
細
動
と
は
ど
の
よ
う
な

病
気
な
の
か
。「
心
房
細
動
は
、心
臓
の
中
に
あ

る
心
房
が
小
刻
み
に
震
え
て
痙
攣
す
る
疾
患
で

す
。直
接
命
に
関
わ
る
病
気
で
は
な
い
の
で
す

が
、怖
い
の
は
心
不
全
を
起
こ
し
た
り
、心
房
内

の
血
栓
が
血
流
に
乗
っ
て
脳
に
運
ば
れ
、脳
梗

塞
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
で
す
。

脳
梗
塞
に
な
れ
ば
、命
に
関
わ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、麻
痺
や
言
語
障
害
の
後
遺
症
か
ら
生
活

の
質
が
著
し
く
下
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。で
す

か
ら
、心
房
細
動
が
見
つ
か
れ
ば
、で
き
る
限
り

早
く
治
療
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」と
、割
田
は

話
す
。そ
ん
な
割
田
に
と
っ
て
、パ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド

ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
さ
に
念
願
の
導
入
だ
っ
た
と

い
う
。「
安
全
性
が
よ
り
高
ま
っ
た
の
で
、今
ま
で

手
術
を
躊
躇
さ
れ
て
き
た
高
齢
の
方
も〈
頑
張
っ

て
み
よ
う
か
〉と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
で
、と

●
脳
梗
塞
と
関
わ
り
の
深
い
、心
房
細

動
。脳
と
心
臓
の
両
方
を
診
る
た
め
に
、

脳
神
経
外
科
と
循
環
器
内
科
の
医
師
が

定
期
的
に
集
ま
り
、〈
ブ
レ
ー
ン
ハ
ー
ト
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
〉を
開
催
し
て
い
る
。こ
こ
で

は
、脳
梗
塞
で
入
院
し
た
患
者
の
な
か
に
、

心
房
細
動
が
隠
れ
て
い
な
い
か
を
確
認
し
、

速
や
か
な
治
療
へ
と
繋
げ
て
い
る
。

●
組
織
横
断
的
に
複
数
の
診
療
科
が
連

携
し
、患
者
の
疾
患
を
多
角
的
に
診
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、岐
阜
県
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

て
も
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
」（
割
田
）。

　
さ
ら
に
2
0
2
5
年
6
月
よ
り
、院
内
の
環

境
も
著
し
く
向
上
し
た
。本
館
地
下
に
、カ
テ
ー

テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
専
用
室
が
新
た
に
稼

働
し
、週
5
日
間
体
制
で
治
療
が
可
能
と
な
っ
た

の
だ
。「
従
来
は
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
を
希
望
さ

れ
て
も
、2
〜
3
カ
月
、お
待
ち
い
た
だ
く
の
が

常
で
し
た
。で
も
、こ
れ
か
ら
は
待
ち
時
間
を
大

幅
に
短
縮
で
き
ま
す
し
、そ
れ
だ
け
患
者
さ
ん
と

ご
家
族
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
」と
、

割
田
は
期
待
を
寄
せ
る
。ま
た
、ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

以
外
で
も
最
先
端
の
技
術
が
次
々
に
導
入
さ
れ

て
い
る
。た
と
え
ば
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
治
療
で

は
、カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
て
心
臓
内
に
本
体
を
留

置
す
る〈
リ
ー
ド
レ
ス
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
〉な
ど
も
い

ち
早
く
提
供
し
て
き
た
。「
名
古
屋
や
東
京
の
病

院
に
行
か
な
い
と
、新
し
い
治
療
を
受
け
ら
れ
な

い
。そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も

私
た
ち
は
常
に
技
術
を
高
め
て
、世
界
標
準
の

不
整
脈
治
療
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
」。割
田
は

力
強
く
語
っ
た
。

　
心
房
細
動
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
は
、今

ま
さ
に
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。こ
れ
ま
で
主
流

だ
っ
た〈
高
周
波
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
〉に
代
わ
り
、〈
パ

ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
〉が
登
場
し
た
の

で
あ
る
。そ
の
最
先
端
治
療
が
行
わ
れ
る
と
聞

き
、岐
阜
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
た
。カ

テ
ー
テ
ル
室
に
集
ま
っ
て
い
た
の
は
、循
環
器
内
科

医
、看
護
師
、臨
床
工
学
技
士
た
ち
。全
身
麻
酔

を
か
け
、循
環
器
内
科
医
が
治
療
用
の
カ
テ
ー
テ

ル
を
太
も
も
の
付
け
根
か
ら
血
管
を
通
じ
て
心

臓
に
挿
入
。熟
練
の
臨
床
工
学
技
士
た
ち
が
心

電
図
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
解
析
し
、循
環
器
内
科

医
と
と
も
に
目
標
と
す
る
心
筋
組
織
を
探
し
て

い
く
。「
こ
こ
で
間
違
い
な
い
な
」。全
員
で
確
認

す
る
と
、短
時
間
の
周
期（
パ
ル
ス
）で
高
電
圧
を

か
け
、問
題
の
組
織
だ
け
を
選
択
的
に
細
胞
死
へ

と
導
く
。心
臓
の
不
規
則
な
信
号
が
確
実
に
改

善
し
た
こ
と
を
確
認
し
、治
療
は
終
了
し
た
。こ

の
新
し
い
治
療
法
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。「
何
よ
り
も
安
全
性
の
向
上
で
す
。従
来
の

よ
う
に
高
周
波
の
熱
を
使
わ
ず
電
圧
を
用
い
る

の
で
、食
道
な
ど
の
周
囲
臓
器
や
神
経
に
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
る
リ
ス
ク
が
大
幅
に
低
減
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
患
者
さ
ん
に

も
手
術
を
勧
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、私
た
ち
術
者

の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
」と
話
す

の
は
、不
整
脈
科
部
長
の
割
田
俊
一
郎
で
あ
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
が
パ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
治
療
を
導
入
し
た
の
は
2
0
2
4
年
11

月
。日
本
で
保
険
適
用
に
な
っ
た
2
0
2
4
年
9

月
か
ら
2
カ
月
以
内
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
導
入
だ
っ

た
。こ
の
経
緯
に
つ
い
て
、割
田
は
次
の
よ
う
に
語

る
。「
パ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
欧
米
で

は
す
で
に
標
準
的
な
治
療
法
だ
っ
た
の
で
、早
く

か
ら
論
文
な
ど
で
情
報
収
集
し
、一
刻
も
早
く
地

域
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

保
険
適
用
後
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
り
、大
学

病
院
に
症
例
見
学
に
行
っ
た
り
し
て
、万
全
の
準

備
を
整
え
ま
し
た
。幸
い
、当
科
は
2
0
2
4
年
、

不
整
脈
治
療
の
専
門
医
が
着
任
し
、専
門
医
2

名
プ
ラ
ス
不
整
脈
の
専
門
医
を
め
ざ
す
若
手
医

師
の
3
名
体
制
で
、マ
ン
パ
ワ
ー
も
十
分
に
あ
り
ま

す
。同
時
に
、臨
床
工
学
技
士
や
看
護
師
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
も
力
を
注
ぎ
、最
先
端
の
治
療
を
チ
ー

ム
で
支
え
る
体
制
を
構
築
し
て
き
た
の
で
す
」。

次
世
代
の
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

治
療
を
い
ち
早
く
導
入
。

地
域
の
人
々
に
、最
先
端
の

治
療
を
届
け
る
使
命
。

●心房細動をはじめとする不整
脈の初期症状は、動悸、息切れ、
めまい、胸の痛みなど。これらを最
初に発見するのは、かかりつけ医
であることが多い。そのため、岐
阜県総合医療センターでは地域
の診療所との連携に力を入れ、
患者を紹介しやすい体制を整え
ているほか、希望される医師には
アブレーション治療の見学も受
け入れている。
●こうした地道な病診連携の取
り組みが、地域の患者の命を救
うことに繋がっている。

〈動悸〉から始まる
病診連携の大切さ。

リンクト タイアップ

　心房細動をはじめとする不整脈は、高齢化の進行に
伴って年々増加しており、放置すれば脳梗塞や心不全
といった重大な合併症を引き起こすリスクがあります。こ
うした背景のもと、岐阜県総合医療センターでは2025
年6月、本館地下に〈カテーテルアブレーション治療専
用室〉を新たに整備しました。不整脈治療の中心的手
法であるカテーテルアブレーションの需要増に応えるた
め、診療体制の拡充を目的とした重要な取り組みです。
　これまでアブレーション治療は、共用のカテーテル室
を使用し、週2日（月・木）の対応に限られていました。しか
し、症例の増加により対応可能数は限界に達し、外来
診察から手術までに2～3カ月の待機期間が必要となる
ケースも少なくありませんでした。今回の専用室整備に
より、月曜から金曜までの週5日体制が可能となり、待機
期間の短縮や1日あたりの手術件数の増加が期待され
ています。

　新設された専用室には、高度な医療機器や映像装
置に加え、被ばくを軽減する設備も導入。医療従事者
の安全性向上や作業効率にも配慮した設計となってい
ます。さらに、2024年から当センターで導入している、非
熱型の新たな治療技術〈パルスフィールドアブレーション
（PFA）〉にも対応した構造で、従来以上に安全性と治
療効果の高い医療を提供できる体制が整いました。
　また、人的体制の強化も進めています。不整脈専門
医2名に加え、若手医師も加わり、柔軟に対応できるオ
ペレーターチームが確立されつつあります。これにより、
医師の外来日に左右されずに手術を実施することや、
患者さんの予定に合わせた日程調整も可能になりまし
た。今後は、地域のかかりつけ医の先生方からのご紹
介にも迅速に対応し、早期発見・早期治療の実現を通
じて、患者さんの生活
の質（QOL）の向上と
脳梗塞のリスク低減を
図ってまいります。「安
心して相談できる不整
脈治療体制」の構築
に向けて、当センター
は今後も一層尽力して
まいります。

専用室の整備で診療体制を大幅強化 高度な設備と専門チームで質の高い治療を提供

カテーテルアブレーション専用室が完成～治療能力の向上と待機期間の短縮へ～

NEWS & TOPICS
生活に
役立つ

ご自由にお持ちください
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